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新潟県における砂丘湖の現状

SanddunelakesinNiigata,Japan

福原 晴夫 1) ･木村 直哉2)･根本富美子 3)

戸田 任重 4)･野原 精一 5)･大高 明史 6)

HaruoFUKUHARAl),NaoyaKIMURA2),FumikoNEMOTO3),

HideshigeToDA4),seiichiNoHARA5) andAkifumiOHTAKA6)

Abstr礼d.

Intensivelimnoecologicalsurveyswereconductedin26sanddunelakesincludingone

springpoolfrom 2005to2007inNiigata.Thereweretwogroupsofsanddunelakes,Niigata

sanddunelakesandKatamachisanddunelakes.Lakeswerecharacterizedintheviewofhigh

andfluctuatedwatertemperature,highpHvaluesandcomparativelylowelectricconductivity,

whereasspringwaterhadlowwatertemperature,pHanddissolvedoxygenconcentrationwith

smallnuctuations.Awaterbloom byphytoplanktonwasobservedinsomelakesinKatamachi

sanddunelakes.Originandageoflakeswerealsodiscussedbasedontheformationageofsand

dunesrevealedbyarchaeologicalrelics.
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1.はじめに

新潟県内には自然湖沼を含め,大小合わせると約

6,000の ｢溜池｣が存在する (浜島,2002).全国の

溜池の総数が約205,000であり,第 1位の兵庫県の

44,000に比較すると及ぶべくもないが,数で全国第

8位.密度で第20位の多さである (浜島,2002).

このうちダム湖を除く湖面積 1ha以上の湖沼は約60

あり,最大水深は33.0mの坊ヶ池 (旧中頚城郡清里

村,現上越市清里区),最も湖面積の広いのは汽水

湖である加茂湖 (4.95k品 旧両津市,現佐渡市両津)

である (福原ら,1990;Fukuhara,1992).全国的

にみると,特徴のある湖として,マール起源と推定

されている坊ヶ池 (堀江,1957;福原ら,1988),調

和型湖沼中では日本で最もカルシウム濃度の高い高

浪池 (糸魚川市小滝) (福原ら,1991;Fukuhara

eta1.,1992)が知られている.

Horie(1962)は日本の約450湖沼の成因と主要

な湖盆形態をまとめ,新潟県で24湖沼をリス トアッ

プしている.このうち注目すべきは,成因が砂丘に

起因する湖沼 (砂丘湖)を挙げていることである.
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図1.新潟県おける砂丘湖沼の分布する砂丘の位置.

新潟県の砂丘湖は新潟砂丘と潟町砂丘に分布する

(図1).HorieはHutchinson(1957)の分類体系に

もとづきこれらをType62としている.Hutchinson

(1957)の定義によるType62は ｢Lakesbetween

well-Orientedsanddunes｣となっている.我が国

において砂丘湖の定義は必ずしも確定していない.

関連する地形や地理,地学分野の辞典 (事典)類に

は ｢砂丘湖｣がなく,陸水の事典のみで ｢複数の砂

丘列の間に淡水して出来る湖｣となっている (日本

陸水学会,2006).狭義の意味では砂丘列間に湛水

する水体であるが,砂丘の末端で,浸出する湧水に

滴養されている湖沼も含めて,本報では砂丘湖

(sanddunelake)を ｢砂丘からの湧水により酒養

される砂丘列間または砂丘列の背後に形成された水

体｣と定義する.

世界的な規模で考えると砂丘湖は多くの貴重植物

種とそれに付随した動物相を有する景観的にも極め

てユニー クな タイプの湿地 と位置づけ され

(Grootjanseta1.,1998),生物進化の場としても

重要で,固有種を含む生物多様性の高い場であるこ

とが明らかにされてきている (Pollet&Grootaert,

1996;McLachlaneta1.,1996;Pott&Hannover,

1999;Lammertseta1.,2001;Grootjanseta1.,

2004).しかし,一方では人間活動によって生物多

様性を急速に失いつつある点 も指摘されている

(PolletandGrootaert,1996;Grootjanseta1.,

1998;Grootjanseta1.,2001).世界遺産にも登録

されているオーストラリアの石英砂からなるフレー

ザー島の砂丘湖沼群 (UNESCO,2008)において

も人為的な炭素の流入による影響が懸念されている

(Hadwen&Bunn,2004).

Horie(1962)は新潟県以外で砂丘を成因とする

湖として青森県にのみ10湖沼 (ペソセ沼,冷水沼,

平滝沼,雁沼,長沼 (小清水),大滝沼,捻沼,長

宿 (下北),八田郎沼と北沼)を挙げている.日本

の砂丘地帯が約35知られている (長谷川 ･新潟古砂

丘グループ,1988)中で考えると新潟県や青森県に

のみ分布する砂丘湖は,砂丘地と言えども,ある一

定の環境 (特に地下水位と窪地の深さ(duneslack)

の関係)のもとで形成されるきわめて成因的に珍し

い存在といえる.砂丘湖は世界的に珍しい湖沼であ

ることを最初に指摘したのは伊藤 ･豊島 (1952)で
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図2.新潟県における砂丘湖の分布. (A):新潟砂丘湖沼群,砂丘列は新潟県古砂丘グルー

プ (1979)および鈴木 (2005)を参考にした. (B):潟町砂丘湖沼群,砂丘の分布は

長谷川 ･新潟古砂丘グループ (1988)による.図中の番号は表1に対応する.

あるかもしれない.彼らは新潟市近郊の砂丘列間に ても所在地や成立過程を明らかにしていないことか

湛水している沼 (じゅんさい池と思われる)を砂丘 ら,｢世界的に存在の甚だ稀なもの｣としている.
湖とし,砂丘湖が当時の諸外国の地理 ･地形 ･地学 新潟県ではHorie(1962)が砂丘湖としてわずか9

の代表的な著書中で触れられていないか,触れられ 湖沼 (天ヶ池,朝日池,御手洗池 (御手洗潟),長
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表 1.新潟県における砂丘湖の湖盆形態,湖岸及び利用状況.
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峰池,佐潟池 (佐潟),犀潟,坂田池,鳥屋野潟,1)

鵜ノ池)を登録しているのみである.このうち,犀

潟は干拓され,その姿を留めていない.

Horie(1962)はこれらの湖沼リストを作成する

にあたって,1/200000の地図上に記されたものとし

ているため,多くの小規模な砂丘湖はリストに挙げ

られていない.そこで本研究の第一の目的は,新潟

県内の大小の砂丘湖をすべてリストアップし,位置

と湖盆形態を記載することとした.

砂丘湖を含む新潟県湖沼の網羅的な調査は,環境

庁 (省)による自然環境保全基礎調査 (湖沼調査)

が1979年,1987年,1993年 (新潟県,1979,1987,

1993)の3回,湖面積lha以上の21湖沼で行われて

おり,また,新潟県環境保健部 (1989)により県内

51湖沼について一般的な水質や生物の調査が行われ

てきている.これらの最後の調査からすでに20年が

経過していることから,本研究の第二の目的として,

新潟県の砂丘湖について一般的な水質や生物相,刺

用形態についての現状を明らかにすることとした.

日本の砂丘湖のまとまった報告書は福原 (2008)

のみである.この中では砂丘湖関係の成因 ･水質 ･

水生生物関係の文献 リストとともに新潟県,青森県

の計65湖沼の記載がなされ,水質,水生動物,貴重

水生植物の分布等が報告されているが,それぞれ正

式な報告論文として公刊される予定である.

本稿においては,新潟県内の26の砂丘湖 (l演水

池を含む)の位置と湖盆形態やクロロフィルaを中

心とした一般的な水質,利用形態について述べる.

2.調査方法

湖沼の位置については国土地理院地図閲覧サービ

ス,湖面の標高については国土地理院数値地図,湖

盆形態については既存の報告によった.最近いくつ

かの湖沼では溜池整備事業 (長峰池,坂田池等)や

公園化事業 (清潟,佐潟等)により湖岸の改変が行

われたものもあるが,_詳細が不明な部分もあり,既

存の数値を用いた.湖沼名は基本的に国土地理院1/
25000の地図と新潟県 (1979)よったが,地図上に

名称のないものは現地の通称名を使い,全く呼称の

1)鳥屋野潟の北側は新砂丘ⅠⅠに接するが,南側は低地帯であるため成因は旧信濃川の河道のひとつかも知れない (新潟県環境保

健部,1989)という説もあるが,ここではHorie(1962)に従い砂丘湖として扱うこととする｡
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図3･新潟県の砂丘湖の湖盆形態.湖水と湧水の調査地点も合わせて示す.湖盆形態

は国土地理院地図閲覧サービス (ウォッちず)(http://watchizu.gsi.go.jp/)

2万5千分 1地図情報をベースとし,各湖沼の湖岸を トレースした.

不明なものは近くの集落名を便宜的につけた場合も ある.また,県内の他の地域に多くある名称 (大池
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図3.続き

など)には地域名を冠した.総数で25湖沼, 1湧水

池の調査を行った (表1,図2).

概況を把握するための湖沼の一斉調査は,2005年

夏 (7月),2005年秋 (9月),2006年冬 (12月),

2006年春 (5月)を基本とし,補充的な調査や水生

動物調査時の観測を2005年夏 (8月),2005年冬

(12月),20C6年秋 (10月),2007年秋 (9月)に行っ

た,各湖沼の湖盆形態,湖水及び湧水の調査地点を

図3に示す.調査項目は気温 (棒状温度計),水温

(DKK-ToÅ,D0-24P),pH (YOKOGAWA,

PH82),電気伝導度 (yOKOGAWA,SC82),港

存酸素濃度 (DKK-ToÅ,D0-24P),クロロフィ

ルa (GF/F源過,根本ら (2008)),セス トソ量

(GF/C,110℃乾燥),栄養塩 (GF/Cロ液)とし
た.セストソ量の調査は2005年夏には行わなかった.

測定や採水は短時間に多くの湖沼を観測する必要性

から,可能な限り岸辺を離れた表層について行った.

また,流出河川が明らかな場合は流出口付近で調査

を行った.全湖沼の観測は5日以内とした.観察事

項として,水生植物の種類と繁茂状況 (相観による

湖面被度 1(0-20%),2(20-40%),3(40-60%),

4(60-80%),5(80-100%)),湖沼の利用状況,湖

岸の状況等を記載した.

水質の調査と同時に動物プラソクトソ (50Lを

ⅩⅩ25でろ過し,ホルマリソ3%固定),植物プラソ
クトソ (原水501100mEをホルマリソ2%固定),水

辺を中心とした水生動物の調査を行った.湖水の栄

養塩及び水生動物,プラソクトソ頬については,別

に報告する.

湖沼の周囲で湧水地点の明確なものについては,

気温,湧水の水温,pH,電気伝導度,溶存酸素濃

皮,栄養塩を上記と同じ方法を用いて測定した.漢

水については,湖水位の上昇により,測定できない

時期もあった.
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3.結果と論議

1)新潟県における砂丘湖の分布

今回周囲の地形より砂丘湖と同定し,調査を行っ

た現存する湖沼の位置を図2に示す.このうち弁天

池は池としての形態はなく,小さな人工の湧水池と

なっているが,これを含めると26の砂丘湖を挙げる

ことが出来た.

新潟県の砂丘湖は大きく新潟砂丘湖沼群と潟町砂

丘湖沼群に分けられる.新潟砂丘湖沼群には,角田

山麓から村上市の三面川河口まで続く約70kmの新潟

砂丘に,佐潟,鳥屋野潟をはじめ,県北の村上市近

くの海岸よりの2湖沼 (御幕場大池,御幕場金地)

を含め,計17湖沼がある.また,潟町砂丘湖沼群に

は,潟町砂丘に長峰池,朝日池など計9湖沼がある.

潟町砂丘湖沼群は頚城湖沼群の大部分を含む.

新潟砂丘湖沼群の分布する新潟砂丘は海岸線に平

行した縦列砂丘となっており,内陸に向って10列の

砂丘が並び,砂丘列上の遺跡群より形成年代の推定

がなされ,古きの順に新砂丘Ⅰ･ⅠⅠ･ⅠⅠⅠに区分され

ている (新潟古砂丘グループ,1967,1975,1979;

Moriwaki,1982;田中ら,1996;小熊,1996;山

本,1996;鈴木,2005).砂丘列の形成に従って砂

丘湖も形成されていると仮定すると,一つの方法と

して砂丘列の形成推定年代より,砂丘湖の形成年代

がある程度推定可能となる.上記の報告をもとに砂

丘湖の形成年代について考察する.砂丘湖の前身と

なる低湿地は,海岸より遠い砂丘列の形成に伴って

形成され,海岸に近い砂丘列の完成に伴って閉塞さ

れ,湖沼化したと仮定すると,現存する砂丘湖はよ

り海岸に近い砂丘列の形成以前に形成されたと推定

できる.この論法で推定すると,北山の池,弁天潟

は内陸に位置する新砂丘Ⅰ-2と新砂丘 Ⅰ-3の間,

あるいは新砂丘Ⅰ-3に位置し,新砂丘Ⅰ-2,Ⅰ-3

の形成が縄文中期以前と推定されていることから約

4000年から5000年以前の形成が推定される.新砂丘

ⅠⅠには清潟,御手洗潟等が含まれる.新砂丘ⅠⅠには

これまで古墳時代以降からの遺跡の出土が知られる

ことから,約1600年から1200年前以前の形成と推定

される.しかし,出土遺物の再検討の結果,縄文時

代後期と晩期とする見解もあり (田中ら,1996),

時代は約2500年前にさかのぼる可能性も出てきてい

る.新砂丘ⅠⅠⅠは最も年代が新しく,室町時代以降の

形成と推定され,新砂丘ⅠⅠⅠの砂丘列間には御幕場大

池やじゅんさい池 (東池,西池)松浜の池など海岸
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よりの湖沼が含まれる.松浜の池は最も新 しく,

1911年と1931年発行の地形図-の記載の有無から,

新井郷川を加治川と分流したことに伴って1920年頃

に形成されたものと推定されている (志賀ら,2001).

佐潟は形成年代の異なる2つの砂丘列間に湛水して

いる.本佐潟 (本潟)は新砂丘Ⅰ-3と新砂丘Ⅰト1

の間にはさまれており,新砂丘Ⅰ-3の形成年代が

縄文中期以前と推定されていることより,その形成

年代は約4000年から5000年以前と推定できるかもし

れない.一方上佐潟 (上潟)は新砂丘Ⅰ-3と新砂

丘ⅠⅠト2の間に湛水しており,新砂丘ⅠⅠト2は室町以

降の形成が推定されているため,閉塞は比較的最近

の出来事かもしれない.

佐潟の東端の ヨシ帯内の柱状 コア-では14C

(AMS)による年代推定がなされている (百原,

2000).これによれば採集コア-最下部 (5.3m)の

年代は3570±190YBP (ミツガシワを測定)であり,

約4000年前にすでに佐潟は淡水化していたと推定さ

れている.これらの結果より百原は佐潟の北の新砂

丘ⅠⅠの一部の形成を約5000年～3500年前と推定して

いる.また,安井ら (2002)は新潟平野北部の低湿

地 (塩津潟の原型)の淡水化は約5000年前以降とし

ており,この頃から多くの湖沼が誕生していた可能

性がある.

一方潟町砂丘湖沼群の分布する潟町砂丘は,上越

市五智から同市大潟,柿崎竹鼻にかけての南西一北

東に続く約20kmの弓形の砂丘である (長谷川 ･新潟

古砂丘グループ,1988;高野ら,1988;飯川ら,

1996;鈴木,2005).砂丘は古砂丘の上に新砂丘が

堆積した2階建となっており,古砂丘砂層は潟町砂

層とよばれ,新砂丘はⅠとⅠⅠに区分される.湖沼群

の分布は大きく2つに分かれ,砂丘列に囲まれてい

る中谷内地,御手洗池,坂田池,長峰池,弁天池の

第1のグループと砂丘列と沖積面との頃に位置して

いる朝日池,鵜ノ池,天ヶ池,蜘ヶ池の第2のグルー

プである (図2).前者は新潟砂丘湖沼群のように

比較的球形ないしは楕円形であるが,後者は複雑な

湖岸を有し,これは横列砂丘である古砂丘の形を反

映したものであると推定されている (長谷川 ･新潟

古砂丘グループ,1988).湖沼を酒養する湧水は,

古砂丘と新砂丘の境等から流れ出しているとみなさ

れている (鈴木,2005).これら湖沼の形成年代は

明らかではない.古砂丘の形成は4.7万年よりかな

り古いとみなされており (飯川ら,1996),第2の

グループはいずれも平野部に堤防が築かれ,現在は

溜池として使用されているが,ミズバショウ,ミツ
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ガシワなどの氷河期遺存種が分布することから,こ

れらの湖沼の原型は洪積世末期から低湿地として存

在していたと推定されている (飯川ら,1996).節

潟砂丘湖沼群,潟町砂丘湖沼群ともに,湖底柱状コ

アーなどによる形成年代の推定が必要である.

2)新潟県における砂丘湖の湖盆形態と利用形態の

特徴

図3には湧水池である弁天池を除いた25湖沼につ

いての形態と確認した湧水地点を示す.またこれら

砂丘湖の位置とこれまで判明している湖盆形態を蓑

1に示す.

調査湖沼中,2湖沼を除いて他はすべて閉塞湖

(Closedlake)で,常態的な流入河川が認められ

ず,主に湧水と雨水のみによって歯嚢されている.

代表的な湖沼は上佐潟,御手洗潟,長峰池,坂田池,

朝日池等である.本佐潟は湧水を起源とする上佐潟

からの流入も含め,湧水によって滴養されている.

佐潟,上佐潟については多数の湧水地点が確認され

るが (根本 ･福原,2008)図中には調査地点のみを

示している.ある程度の規模のある明らかな流入河

川 (農業排水路を含む)を有するのは鳥星野潟,上

堰潟である.鳥屋野潟には栗の木川からの流入があ

る.上堰潟には周囲の基盤整備事業により,北西側

で農業用水を中心とした排水の流入がある.湧水 ･

河川流入以外,すなわち人為的な給水はじゅんさい

東池 (湧水ではないが,地点としてはS(湧水)と
して扱った.阿賀野川からの工業用水を給水してい

る),北山の地,清潟で行われており,朝日池では

春の水田耕作による水不足に対応するため,一度

使用された農業用水が再び湖に戻されて (back

water(朝日池BW))使用されている場合もある.

新潟砂丘湖沼群の水面標高は0-8mに位置し,

大部分が5m以下である (表 1).特に鳥屋野潟は

海水面下になることもあり,排水面で大きな問題を

抱えている.一方潟町砂丘湖沼群は4-27mで,御手

洗地 (27m)は最も高い砂丘列の間に湛水している.

新潟県の砂丘湖の中で最大湖面積は鳥星野潟の

1.62kdで,朝日池 (0.45kd),本佐潟 (0.344k品),

長峰池 (0.25kd)と続くが,面積の判明している13

湖沼中10湖沼 (77%)が0.1k品以下の小規模なもの

が多いといえる.最大水深は長峰池の6.7mである

が,大部分が1-2mであり極めて浅い.

湖は公園として利用されている場合が多く (70%),

次いで溜池としての利用が多い (30%).従って,

何らかの形で湖岸が整備されている湖沼が多く,特

に潟町砂丘湖の朝日池,天ヶ池,長峰池,鵜ノ池,

坂田池では湖岸のかなりの部分がコソクリー トによ

る湖岸整備がなされている (図4).今後,用水機

能との兼ね合いで,いかに湖岸機能を再生していく

べきかが大きな課題として残る.大部分の湖岸が

(辛)自然の状態で残されているのは,佐潟を除く

と,松浜の池や ドソチ池,次第浜の地など新潟砂丘

湖沼群の極めて小規模な湖沼のみになっており,渇

町砂丘湖沼群には (辛)自然湖岸のみを有する湖沼

はすでにない.比較的規模の大きな佐潟は本佐潟,

上佐潟ともに,殆どの湖岸が自然状態となっている

貴重な湖沼と言える.

3)新潟県における砂丘湖水質の特徴

付表1,2に調査期間中の砂丘湖沼の水質を示す.

水温において特徴的な点は,湧水地点の水温は低く,

変化の幅が小さいことである (図5).複数回測定

地点では,平均12.7-17.3℃であった (付表2).

EC(電気伝導度)は平均で4.1(じゅんさい東池

Ll)-91.2(鳥屋野潟Ll)mS/mで変化した.い

くつかの湖沼を除いて,季節変化の幅は小さかった

(図6,付表2).鳥星野潟,御手洗潟で変化の幅

図4.朝日池の南湖岸の様子 (2006年9月9日撮影)
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が大きく,特に鳥屋野潟では,最小と最大に5倍の 湖水をフラッシュアウトしているため,河川水中に

違いがあった.鳥屋野潟は粟ノ木川の水を導入し, 都市排水や農業排水が季節により混入していること
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が推定される.また,長峰池,上佐潟の湧水での季

節変化が大きかった.佐潟周辺においては,地下水

の水質が施肥時期により変化することが知られてお

り (野中ら,1997),これらの影響が示唆される.

平均値で最も高い値は,湖沼では鳥屋野潟Ll(39.7

mS/m),湧水では上佐潟Slの42.3mS/mであった.

湖沼及び湧水の平均値は19.5(±10.3,n-25),

25.3(±7.1,n-16)であり,両者に有意な差は

なかった.

pHの変化は明らかに湖沼で大きく,また値も湖

沼で高かった (図7,付表2).平均値の最高は御

手洗潟Llで8.95を示した.同潟で最大値9.81に達

した.多くの湖沼で8以上を示し (太夫浜の池Ll,

北山の池L1,本佐潟Ll,上佐潟Ll,坂田池Ll,

朝日池Ll,中谷内地Ll,天ヶ池Ll,蜘ケ池Ll),

特に潟町湖沼群で高かった.一方,湧水のpHは6.28

-7.58で多くは7以下であった.湖沼における高い

pHは,基礎生産力が高いことを示す.

pHの変化と同様な変化を溶存酸素濃度が示した

(図8,付表2).弁天潟,上佐潟,坂田池,朝日

池等で変化が大きく,夏季の飽和度は150%を超え

る湖沼も多くみられた.一方,湧水での変化は小さ

く,最小値は16.6(蜘ケ池S3)-58.4(上佐潟S3)

(%)で不飽和であった.このことは湧水として噴

出するまでの間に地中において消費されていること

を示す.

砂丘湖におけるクロロフィルa濃度を図9に示す.

濃度が高く,大きな変化を示したのは,御幕場大池,

弁天潟, ドンチ池,御手洗潟,本佐潟,朝日池であっ

た.最大値が200fJg/1を超えたのは,御幕場大池

(359FLg/I),御手洗潟 (265fLg/1),本佐潟 (224

〃g/1)であった (付表2).明らかに新潟砂丘湖沼
群に富栄養化した湖沼が多かった.しかし,植物プ

ランクトンによる明らかなブルームは,新潟砂丘湖
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表2.新潟県における砂丘湖の夏季ブルー ムの発生

状況と相観に よ る水生植物の被 度.弁天池

(湧水池)を除 く.

相観に よる夏季の 相観に よる被度
ブルームの発生迭況
2005-2006 2005-2006

1
3
2
1
5
1
5
3
5
5
1
2
5
4
4
4
1
"4
1
5
2
1
1
1
2

御幕場金池
長池
次第浜の池
清潟
太夫浜の池
弁天潟
松浜の池

○
×
×
×
×
×
×
×

じゆんさい東池 ×
じゆんさい西池
鳥屋野潟
北山の池
ドンチ池
御手洗潟
本佐潟
上佐潟
上堰湯
坂田池
長峰池
御手洗池
朝日池
鵜ノ池
中谷内池
天ケ池
蜘ヶ池

×
×
×
×
○
○
×
×
仙○
○
×
○
×
○
○
×

沼群では,佐潟,御手洗潟,御幕場大池のみであっ

たが,潟町砂丘湖沼群では,坂田池,長峰池,朝日

池,中谷内地,天ヶ池で観察された (表 2).藍藻

8

轟
印
.I･買

6

被度階級

図10.新潟県の砂丘湖の水生植物被度の頻度分布.

被度は夏季の相観により,被度階級は表2に

よる.
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図11.新潟県の砂丘湖のクロロフィルa濃度とセス

トソ量の関係.

額 (Microcystis)による明らかな浮遊は佐潟及び上

記の潟町砂丘湖沼で認められた.

先に述べたように,砂丘湖は浅いため,水生植物

の繁茂が著 しい湖沼が多く見られる,相観被度の分

布 (図10,表2)は凹型を示し,被度3以上は50%

以上の湖沼であった.一方でほとんど湖内に水生植

物が繁茂 してない湖沼 (中谷内地,天ヶ池,御幕場

大池など)も多いということは,秋期に,ため池の

維持管理のために水位を低下させることが行われて

いるため,水生植物の生育がある程度抑制されてい

ることによるかもしれない.

ある程度深度のある湖沼においては,∵般にクロ

ロフィルa濃度とセス トソ量には相関がみられる.

この点を砂丘湖において検討すると,図11に示すよ

うに,良い相関は得られていない.これは,砂丘湖

は浅いため,湖底泥が容易に撹拝されて.泥の巻き

上がり等がおこり,浮泥や水生植物の分解物により,

セス トンが急増すると思われる.佐潟,御手洗潟の

平均値はそれぞれ438.8mg/1,471.5mg/1であった.

この点も砂丘湖の特徴の一つといえるであろう.

4.結論

新潟県の砂丘湖は,新潟砂丘 (新潟砂丘湖沼群),

潟町砂丘 (潟町砂丘湖沼群)に分布し,26湖沼 (1

湧水池を含む)の湖盆や基礎的な陸水学的特徴を明

らかにした.新潟県の砂丘湖の特徴として,水深が

浅く豊富な水生植物を擁する湖沼が多いこと,公園

やため池として利用されている湖沼が多いため,コ
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ソクリー ト護岸され自然湖岸の残っているものは少

ないこと.周辺農業の影響を受けるため,クロロフ

ィルa濃度が高く,富栄養化しているものが多いこ

とが明らかとなった.
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付表 1.新潟県における砂丘湖の水質調査結果.
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